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黒焦げになった母子－々光景を描いた9枚

死体は蒸し焼きの状態で、頭髪は
縮れたままになっていた。

真っ黒焦げになったまぎれもない
母子の姿であった。

親子ともに黒こげになり、男、女、の
区別もつきませんでした。

❶佐々和英　❷29→58
❸8/7　❹幟町

❶井野上忠夫　❷35→64
❸8/6　❹幟町

❶谷本初登　❷41→71
❸8/7　❹幟町

子供さんをかばって亡くなられて
いるのを、はっきりとおぼえており
ます。

丸一日近く二人とも真っ黒のままで
くずれていませんでした。

目をかっと開き、そのものすごさ、今
でも忘れることができません。

❶波多野ヤエ子　❷19→76
❸8/7　❹幟町

❶植田貢　❷34→91
❸8/7　❹幟町

❶田口光子　❷30→60
❸8/7　❹幟町

近づいて見ると、幼児を左腕に抱え
た母親の遺体だった。

母の体形とよく似ていた、確認しよ
う…。 急ぎ場所にもどってみると、
すでに遺体は無かった。

乳のみ児の上におおいかぶさった
まま焼死

❶北村弘　❷14→71
❸8/7　❹幟町

❶安原義治　❷17→74
❸8/7　❹幟町

❶中野王吉　❷34→63
❸8/7　❹幟町/鉄砲町


